
営繕工事における「週休２日」試行工事実施要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、薩摩川内市が執行する営繕工事において、「週休２日」試行工事を実施する

に当たり、必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 建設業界においては、若手技術者の入職が減少し、将来にわたる安全安心な社会資本の

維持に支障が生じるおそれがあることが懸念され、中長期的な担い手の確保・育成が大きな課

題となっていることから、建設現場の将来の担い手確保のため、労働環境改善の取組として週

休２日制が可能な環境づくりを推進することを目的とする。 

 

（定義） 

第３条 「週休２日」とは、対象期間において、４週６休以上の現場閉所（現場休息）を行ったと認め

られる状態をいう。 

２ 「対象期間」とは、工事着手日（現場に継続的に常駐した最初の日）から工事完成日までの期間

をいう。なお、年末年始６日間、夏季休暇３日間、工場製作のみを実施している期間、工事全体

を一時中止している期間のほか、発注者があらかじめ対象外としている内容に該当する期間（受

注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間など）は含まない。 

３ 「現場閉所」とは、巡回パトロールや保守点検等を除き、現場事務所での作業を含めて１日を通

して現場が閉所された状態をいう。 

４ 「現場休息」とは、分離発注工事の場合に、各発注工事単位で、現場事務所での作業を含めて

１日を通して現場作業が無い状態をいう。 

５ 「４週６休以上」とは、対象期間内の現場閉所の日数の割合（以下「現場閉所率」という。）が

21.4%（６日／28 日）以上の水準に達する状態、及び対象期間内の現場休息の日数の割合（以

下「現場休息率」という。）が 21.4%（６日／28 日）以上の水準に達する状態をいう。なお、現場休

息率の算出において、現場休息の日数には現場閉所の日数を含む。また、降雨、降雪等による

予定外の閉所日についても、現場閉所の日数に含めるものとする。 

 

（対象工事） 

第４条 対象工事は、薩摩川内市が所管する営繕工事において、以下のいずれにも該当しない工

事とする。 

(1)竣工期限を設定して執行する工事（繰越予定工事は除く） 

(2)災害復旧工事を含む緊急性のある工事 

(3)その他休日の確保が困難であると判断される工事 

２ 発注者は、前項の工事を発注する場合は、特記仕様書に必要事項を記載し、対象工事である



ことを明記するものとする。 

 

（試行方法） 

第５条 受注者希望方式を（受注者が工事着手前に発注者に対して週休２日に取り組む旨を協議

したうえで取り組む方式）を基本とする。 

(1) 工事着手前 

・受注者は、契約後、施工計画書の提出前に週休２日試行工事の実施の意向について、工事

打合簿により発注者に速やかに報告し、実施の有無を決定する。 

・当該工事に取り組む受注者は、施工計画書の提出時に、休日を明示した「休日取得計画表

（別紙１）」（以下「計画表」という。）を発注者に提出する。 

・監督員は、現場閉所（現場休息）の予定日を記載した計画表を受注者より受領し、週休２日が

確保されていることを確認する。 

・「対象期間」の設定として、工事着手日及び必要に応じて工場製作のみを実施する期間などの

対象外とする期間を受注者と協議により決定する。 

・分離発注工事の受注者は、受注者間で協力し、工事の進捗に影響が出ないよう現場休息の予

定日を調整したうえで計画表を作成する。 

(2) 工事着手後 

・受注者は、計画表に休日の取得状況を記入し、毎月月末に発注者に報告する。 

・監督員は、工程計画の見直し等が生じた場合には、その都度現場閉所（現場休息）の予定日

を記載した計画表を受注者より受領し、現場閉所（現場休息）の状況を確認する。なお、計画表

の修正に当たっては、受注者間で調整を行う。 

・監督員は、受注者が作成する現場閉所（現場休息）の日が記載された計画表により、定期的に

対象期間内の現場閉所（現場休息）の日数を確認する。 

・受注者は、監督員による現場閉所（現場休息）の状況の確認のため計画表に現場閉所（現場

休息）の日を記載し、休日の取得状況が確認できる書類（工事日誌や出勤簿等）と併せて、監督

員に提出する。 

２ 受注者は、「週休２日試行工事」である旨を現場表示板や仮囲い等に明示する。 

3 週休２日の実施に伴う工期の変更は認めない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（工事費の積算） 

第６条 発注者は、精算時に、第３条に規定する条件を満たす場合は、以下の①から③までの現

場閉所（現場休息）の状況に応じた補正係数により労務費（予定価格のもととなる工事費の積算

に用いる複合単価、市場単価及び物価資料の掲載価格（材工単価）の労務費）を補正する。 

 ①４週８休以上 （現場閉所（現場休息）率が 28.5%（８日／28 日）以上） 

１．０５ 

 ②４週７休以上４週８休未満 （現場閉所（現場休息）率が 25.0%（７日／28 日）以上 28.5%未満） 

１．０３ 

 ③４週６休以上４週７休未満 （現場閉所（現場休息）率が 21.4%（６日／28 日）以上 25.0%未満） 

１．０１ 

２ 現場閉所（現場休息）の状況を確認後、①から③までの現場閉所（現場休息）の状況に応じて、

労務費を補正し工事費を積算し、契約書第２５条の規定に基づき請負代金額を変更する。また、

４週６休に満たないもの及び工事着手前に週休２日に取り組むことについて協議が整わなかった

もの（受注者が週休２日の取組を希望しないものを含む）については、変更の対象としない。 

 

（留意事項） 

第７条 週休２日試行工事の実施に当たっては、以下の事項に留意することとする。 

(1)現場閉所（現場休息）の状況の確認に当たっては、新たな書類作成等により事務負担が増大 

しないよう留意し、既存の書類の活用に努める。 

(2)監督員は、緊急時等やむを得ない場合を除き、現場閉所（現場休息）の前日などに、現場閉 

所（現場休息）の日に作業が発生するような指示等は行わないように配慮する。 

(3)監督員は、一つの工事現場において、設備工事、内装工事等の後工程の適正な施工期間を 

考慮して、全体の工程に遅延が生じないように、各工事間（分離で発注した工事を含む。）の調 

整を適切に実施する。 

(4)工事一時中止を行う場合など対象外とする期間を変更する必要が生じた場合は、その都度、 

監督員は受注者と協議する。 

(5)監督員は、統括安全衛生責任者を選任している場合で、その者が職務を行うことができないと 

きは、労働安全衛生法等の規定に基づき、代理者を選任しなければならないことから、計画表を 

受注者から受領した際に、統括安全衛生責任者を選任している受注者が現場休息の日となる 

場合の体制について必要な調整を行う。 

(6)施工中における現場条件の変更等による工期延長は、従来の取扱いとする。 

 

附 則 

 この要領は、令和３年７月１日から試行する。 

 



休日取得計画表 【記入例】 (別紙１)

残数
： ○○○○工事(○○○○２-○工区) 0
： -7
： ： -14

月日 7/30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 8/26

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 休暇等 3
対象期間 25
計画日数 7
計画率 28.0%

休暇等 夏休 夏休 夏休 閉所日数 7
計画 休 休 休 休 休 休 休 現場閉所率 28.0%
実績 休 休 休 休 休 休 休

月日 8/27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 9/23

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 休暇等 0
対象期間 28
計画日数 8
計画率 28.6%

休暇等 閉所日数 8
計画 休 休 休 休 休 休 休 休 現場閉所率 28.6%
実績 休 休 休 休 雨 雨 休 休

月日 9/24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 10/21

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 休暇等 0
対象期間 28
計画日数 8
計画率 28.6%

休暇等 閉所日数 8
計画 休 休 休 休 休 休 休 休 現場閉所率 28.6%
実績 休 休 休 休 休 休 雨 休

月日 10/22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 11/18

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 休暇等 0
対象期間 28
計画日数 8
計画率 28.6%

休暇等 閉所日数 8
計画 休 休 休 休 休 休 休 休 現場閉所率 28.6%
実績 休 休 休 休 雨 休 休 休

月日 11/19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 12/16

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 休暇等 0
対象期間 28
計画日数 8
計画率 28.6%

休暇等 閉所日数 7
計画 休 休 休 休 休 休 休 休 現場閉所率 25.0%
実績 休 休 休 休 休 雨 休

月日 12/17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1/13

曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 休暇等 6
対象期間 22
計画日数 6
計画率 27.3%

休暇等 冬休 冬休 冬休 冬休 冬休 冬休 閉所日数 7
計画 休 休 休 休 休 休 現場閉所率 31.8%
実績 休 休 休 雨 休 休 雨

月日 1/14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9
曜日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 休暇等 0

対象期間 27
計画日数 8
計画率 29.6%

休暇等 閉所日数 9
計画 休 休 休 休 休 休 休 休 現場閉所率 33.3%
実績 雨 休 休 休 休 休 雨 休 休

月日
曜日 休暇等 0

対象期間 0
計画日数 0
計画率 ######

休暇等 閉所日数 0
計画 現場閉所率 ######
実績

月日
曜日 休暇等 0

対象期間 0
計画日数 0
計画率 ######

休暇等 閉所日数 0
計画 現場閉所率 ######
実績

対象期間 閉所日数 閉所率 休日相当
工事名 計画 186 53 28.5% 28.5%以上：4週8休

25.0%以上：4週7休
工事完成届出日(予定) 令和4年2月9日 工事期間 195日間 21.4%以上：4週6休
工事着手日 令和3年7月30日 実績 186 54 29.0%
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①工事名，工事着手日，工事完成届出

日(予定)を入力します。

※カレンダーが自動入力されます。

③夏季休暇，年末年始休暇，工事

中止をプルダウンリストから選択

し，入力します。

④予定している休日を計画欄に入力します。 ⑤実際に休んだ休日を実績欄に入力します。

※雨による休日もプルダウンリストから選択します。

②工事完成届出日以降は消去します。

⑥現場閉所率が自動計算されます。

⑦各閉所率に対する残り休日数が

表示されます。

※休日計画の目安に使用してくだ

さい。
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